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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑粘度の油および式（Ｉ）の化合物：

【化１１】

を含有する組成物であって、
　式（Ｉ）において、ｘ＋ｙ＝４であり、ｘは、１～４の整数であり、ｙは、０または１
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～３の整数であり、そして各Ｒ’は独立して、４個～２２個の炭素原子を有するヒドロカ
ルビル基であり；
　Ｒ１およびＲ２は各々独立して、水素、または４個～２２個の炭素原子を有するヒドロ
カルビル基であり、そして
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、
　（ｉ）ｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、８個～３０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であ
り、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、水素または
メチル基から選択されるか；あるいは
　（ｉｉ）ｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、４個～２２個の炭
素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方は独立して、
４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基、または水素であり、そしてＲ５および
Ｒ６の各々は、水素であるか；あるいは
　（ｉｉｉ）ｎは０であり、Ｒ３およびＲ４は、これらが結合している炭素と一緒に結合
して、ベンゼン環を形成し、該ベンゼン環は、１２個～１００個の炭素原子を含むヒドロ
カルビル基Ｒ７で置換されており、そしてＲ５およびＲ６は存在しない、
組成物。
【請求項２】
　Ｒ１およびＲ２のうちの少なくとも一方は、４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカル
ビル基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、そし
て
　（ｉ）Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここで
Ｒ７は、８個～３０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４

のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、水素またはメチル基から選択されるか
；あるいは
　（ｉｉ）Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビ
ル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方は独立して、４個～２２個の炭素原子を
含むヒドロカルビル基、または水素であり、そしてＲ５およびＲ６の各々は水素である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、Ｒ３

およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、８個
～３０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方
、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、水素またはメチル基から選択される、請求項１～３
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている前記各環において、独立して、ｎは、０または１であり、
そしてＲ３が－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、８個～３０個の炭素
原子を含むヒドロカルビル基であり、Ｒ６がメチル基であり、かつＲ５が水素であるか、
あるいはＲ４が－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、８個～３０個の炭
素原子を含むヒドロカルビル基であり、Ｒ５がメチル基であり、かつＲ６が水素であるか
のいずれかである、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、Ｒ３

およびＲ４のうちの一方は、４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そ
してＲ３およびＲ４のうちの他方は独立して、水素、または４個～２２個の炭素原子を含
むヒドロカルビル基であり、そしてＲ５およびＲ６の各々は水素である、請求項１～３の
いずれか１項に記載の組成物。
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【請求項７】
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、前記Ｒ３基と前記Ｒ４基の炭素原子の合計
は、２２であるかまたはそれより少ない、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３またはＲ４のうちの少なくとも１つは、少なくとも８個の炭素原子を
含むヒドロカルビル基である、請求項５または請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　ｎは０である、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　ｎは０であり、Ｒ３およびＲ４は、これらが結合している炭素と一緒に結合して、ベン
ゼン環を形成し、該ベンゼン環は、１２個～１００個の炭素原子を含むヒドロカルビル基
Ｒ７で置換されており、そしてＲ５およびＲ６は存在しない、請求項１または請求項２に
記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｒ’は、８個の炭素原子を含むヒドロカルビル基である、請求項１～１０のいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項１２】
　ｘ＝ｙ＝２であり、そしてＲ’は２－エチルヘキシル基である、請求項１０に記載の組
成物。
【請求項１３】
　前記組成物中に存在する前記式（Ｉ）の化合物の量は、０．５重量パーセント～１５重
量パーセントである、請求項１～１２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記式（Ｉ）の化合物は、３００　ｐｐｍ～９００　ｐｐｍまたは９００　ｐｐｍ～１
２００　ｐｐｍのリンを前記組成物に与えるような量で存在する、請求項１～１３のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　ホウ酸をジオールと反応させてエステルを形成し、そして該エステルをリン酸またはヒ
ドロカルビル置換リン酸のアンモニウム塩と反応させることによって入手可能な化合物と
、潤滑粘度の油とを含有する組成物であって、該ジオールは：
　（ｉ）式Ｒ３（ＯＨ）ＣＲ６－（ＣＨ２）ｎ－ＣＲ５Ｒ４（ＯＨ）を有する部分エステ
ルジオールであり、ここでｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－
ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、Ｒ７は、８個～３０個の炭素原子を含むヒドロカル
ビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、
水素またはメチル基であるか、あるいは
　（ｉｉ）式Ｒ３（ＯＨ）ＣＲ６－（ＣＨ２）ｎ－ＣＲ５Ｒ４（ＯＨ）を有するヒドロカ
ルビル含有ジオールであり、ここでｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一
方は、４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４の
うちの他方は独立して、４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基、または水素で
あり、そしてＲ５およびＲ６の各々は、水素またはメチル基であるか、あるいは
　（ｉｉｉ）ヒドロカルビル基で置換された芳香族ジオールであり、該ヒドロカルビル基
は、１２個～１００個の炭素原子を含む、
組成物。
【請求項１６】
　前記リン酸またはヒドロカルビル置換リン酸のアンモニウム塩は、式［ＮＨｘＲ’ｙ］
＋［Ｒ１Ｒ２ＰＯ４］－を有し、ここでｘ＋ｙ＝４であり、ｘは、１～４の整数であり、
ｙは、０または１～３の整数であり、そして各Ｒ’は独立して、４個～２２個の炭素原子
を有するヒドロカルビル基であり、そしてＲ１およびＲ２は各々独立して、水素、または
４個～２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
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　請求項１～１６のいずれか１項に規定される組成物を調製する方法であって、該方法は
、式（Ｉ）の化合物を潤滑粘度の油と混合する工程を包含する、方法。
【請求項１８】
　潤滑粘度の油の摩耗防止特性および／または摩擦低減特性を改善する方法であって、請
求項１７に記載の方法を包含する、方法。
【請求項１９】
　機械デバイスを潤滑する方法であって、該方法は、請求項１～１８のいずれか１項に記
載の組成物を該機械デバイスに供給する工程を包含する、方法。
【請求項２０】
　前記機械デバイスは、内燃機関またはドライブラインデバイスである、請求項１９に記
載の方法。
【請求項２１】
　潤滑粘度の油を含有する組成物における、摩耗防止剤および摩擦低減剤としての化合物
の使用であって、該化合物は、請求項１に定義される式（Ｉ）によって表される、使用。
【請求項２２】
　前記組成物は、エンジン油またはギヤ油である、請求項２１に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　先に言及した書類のそれぞれは、先に具体的に列挙されていても列挙されていなくても
、任意の先の特許出願（それから優先権が主張される）を含み、参照によって本明細書に
組み込まれる。いかなる文書への言及も、このような文書が従来技術とみなされ、または
任意の管轄の当業者の一般知識を構築すると認めるものではない。実施例または別段明確
に示されている場合を除き、材料の量、反応条件、分子量、炭素原子数等を特定する本説
明におけるすべての数量は、用語「約」によって修飾されると理解されたい。本明細書に
記載の量、範囲および比の上限および下限は、独立に組み合わせることができると理解さ
れたい。同様に、本発明の要素ごとの範囲および量は、他の要素のいずれかの範囲または
量と一緒に使用することができる。本明細書中で使用される場合、用語「含む」、「含有
する」は、代替の実施形態として、「から本質的になる」および「からなる」も包含する
ことを意図される。「から本質的になる」は、考慮中の組成物の基本的特徴および新規特
徴に著しく影響を与えない物質の含有を許容する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　潤滑粘度の油および式（Ｉ）の化合物：
【化１１】

を含有する組成物であって、
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　式（Ｉ）において、ｘ＋ｙ＝４であり、ｘは、１～４の整数であり、ｙは、０または１
～３の整数であり、そして各Ｒ’は独立して、約４個～約２２個の炭素原子を有するヒド
ロカルビル基であり；
　Ｒ１およびＲ２は各々独立して、水素、または約４個～約２２個の炭素原子を有するヒ
ドロカルビル基であり、そして
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、
　（ｉ）ｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、約８個～約３０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基
であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、水素ま
たはメチル基から選択されるか；あるいは
　（ｉｉ）ｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、約４個～約２２個
の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方は独立し
て、約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基、または水素であり、そしてＲ
５およびＲ６の各々は、水素であるか；あるいは
　（ｉｉｉ）ｎは０であり、Ｒ３およびＲ４は、これらが結合している炭素と一緒に結合
して、ベンゼン環を形成し、該ベンゼン環は、約１２個～約１００個の炭素原子を含むヒ
ドロカルビル基Ｒ７で置換されており、そしてＲ５およびＲ６は存在しない、
組成物。
（項目２）
　Ｒ１およびＲ２のうちの少なくとも一方は、約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロ
カルビル基である、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、そし
て
　（ｉ）Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここで
Ｒ７は、約８個～約３０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３および
Ｒ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、水素またはメチル基から選択され
るか；あるいは
　（ｉｉ）Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロカ
ルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方は独立して、約４個～約２２個の炭
素原子を含むヒドロカルビル基、または水素であり、そしてＲ５およびＲ６の各々は水素
である、
項目１に記載の組成物。
（項目４）
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、Ｒ３

およびＲ４のうちの一方は、－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、約８
個～約３０個、約８個～約１８個、または約１６個～１８個の炭素原子を含むヒドロカル
ビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々は、
水素またはメチル基から選択される、前出の項目のいずれか１項に記載の組成物。
（項目５）
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている前記各環において、独立して、ｎは、０または１であり、
そしてＲ３が－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、約８個～約３０個、
約８個～約１８個、または約１６個～１８個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、
Ｒ６がメチル基であり、かつＲ５が水素であるか、あるいはＲ４が－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ
）－Ｒ７であり、ここでＲ７は、約８個～約３０個、約８個～約１８個、または約１６個
～１８個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、Ｒ５がメチル基であり、かつＲ６が
水素であるかのいずれかである、項目４に記載の組成物。
（項目６）
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、独立して、ｎは、０または１であり、Ｒ３

およびＲ４のうちの一方は、約４個～約２２個、または約４個～１０個の炭素原子を含む
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ヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方は独立して、水素、または
約４個～約２２個、または約４個～１０個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そ
してＲ５およびＲ６の各々は水素である、項目１～３のいずれか１項に記載の組成物。
（項目７）
　Ｒ３～Ｒ６で置換されている各環において、前記Ｒ３基と前記Ｒ４基の炭素原子の合計
は、２２であるかまたはそれより少ない、項目６に記載の組成物。
（項目８）
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３またはＲ４のうちの少なくとも１つは、少なくとも８個の炭素原子を
含むヒドロカルビル基である、項目５または項目６に記載の組成物。
（項目９）
　ｎは０である、項目１～８のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１０）
　ｎは０であり、Ｒ３およびＲ４は、これらが結合している炭素と一緒に結合して、ベン
ゼン環を形成し、該ベンゼン環は、約１２個～約１００個、約１２個～約２４個、約２４
個または３５個～約４８個、約４８個または７０個～１００個の炭素原子を含むヒドロカ
ルビル基Ｒ７で置換されており、そしてＲ５およびＲ６は存在しない、項目１または項目
２に記載の組成物。
（項目１１）
　Ｒ’は、８個の炭素原子を含むヒドロカルビル基である、前出の項目のいずれか１項に
記載の組成物。
（項目１２）
　ｘ＝ｙ＝２であり、そしてＲ’は２－エチルヘキシル基である、項目１０に記載の組成
物。
（項目１３）
　前記組成物中に存在する前記式（Ｉ）の化合物の量は、約０．５重量パーセント～約６
重量パーセントまたは１５重量パーセントである、前出の項目のいずれか１項に記載の組
成物。
（項目１４）
　前記式（Ｉ）の化合物は、３００　ｐｐｍ～６００　ｐｐｍまたは９００　ｐｐｍ、６
００　ｐｐｍ～９００　ｐｐｍまたは９００　ｐｐｍ～１２００　ｐｐｍのリンを前記組
成物に与えるような量で存在する、前出の項目のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１５）
　ホウ酸をジオールと反応させてエステルを形成し、そして該エステルをリン酸またはヒ
ドロカルビル置換リン酸のアンモニウム塩と反応させることによって入手可能な化合物と
、潤滑粘度の油とを含有する組成物であって、該ジオールは：
　（ｉ）式Ｒ３（ＯＨ）ＣＲ６－（ＣＨ２）ｎ－ＣＲ５Ｒ４（ＯＨ）を有する部分エステ
ルジオールであり、ここでｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一方は、－
ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ７であり、Ｒ７は、約８個～約３０個の炭素原子を含むヒドロ
カルビル基であり、そしてＲ３およびＲ４のうちの他方、ならびにＲ５およびＲ６の各々
は、水素またはメチル基であるか、あるいは
　（ｉｉ）式Ｒ３（ＯＨ）ＣＲ６－（ＣＨ２）ｎ－ＣＲ５Ｒ４（ＯＨ）を有するヒドロカ
ルビル含有ジオールであり、ここでｎは、０または１であり、Ｒ３およびＲ４のうちの一
方は、約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、そしてＲ３およびＲ
４のうちの他方は独立して、約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基、また
は水素であり、そしてＲ５およびＲ６の各々は、水素またはメチル基であるか、あるいは
　（ｉｉｉ）ヒドロカルビル基で置換された芳香族ジオールであり、該ヒドロカルビル基
は、約１２個～約１００個の炭素原子を含む、
組成物。
（項目１６）
　前記リン酸またはヒドロカルビル置換リン酸のアンモニウム塩は、式［ＮＨｘＲ’ｙ］
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＋［Ｒ１Ｒ２ＰＯ４］－を有し、ここでｘ＋ｙ＝４であり、ｘは、１～４の整数であり、
ｙは、０または１～３の整数であり、そして各Ｒ’は独立して、約４個～約２２個の炭素
原子を有するヒドロカルビル基であり、そしてＲ１およびＲ２は各々独立して、水素、ま
たは約４個～約２２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基である、項目１５に記載の組成
物。
（項目１７）
　項目１～１６のいずれか１項に規定される組成物を調製する方法であって、該方法は、
式（Ｉ）の化合物を潤滑粘度の油と混合する工程を包含する、方法。
（項目１８）
　潤滑粘度の油の摩耗防止特性および／または摩擦低減特性を改善する方法であって、項
目１７に記載の方法を包含する、方法。
（項目１９）
　機械デバイスを潤滑する方法であって、該方法は、項目１～１８のいずれか１項に記載
の組成物を該機械デバイスに供給する工程を包含する、方法。
（項目２０）
　前記機械デバイスは、内燃機関またはドライブラインデバイスである、項目１９に記載
の方法。
（項目２１）
　潤滑粘度の油を含有する組成物における、摩耗防止剤および摩擦低減剤としての化合物
の使用であって、該化合物は、式（Ｉ）によって表される、使用。
（項目２２）
　前記組成物は、エンジン油またはギヤ油である、項目２１に記載の使用。
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